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(57)【要約】
【課題】本発明は、均一な輝度の映像を表示できるよう
にした有機電界発光表示装置の駆動方法を提供する。
【解決手段】本発明は、１フレームを複数のサブフレー
ムに分けて駆動する有機電界発光表示装置の駆動方法に
おいて、有機発光ダイオードの劣化が補償できるように
、発光時間に対応した互いに異なるビット変更値が複数
のルックアップテーブルにそれぞれ格納されるステップ
と、前記複数のルックアップテーブルから特定のルック
アップテーブルが選択されるステップと、画素各々の発
光時間が格納されるステップと、前記画素のうちの特定
の画素に供給される第１データが入力されたとき、前記
特定の画素の発光時間に対応して、前記特定のルックア
ップテーブルからビット変更値を抽出するステップと、
前記抽出されたビット変更値を用いて前記特定の画素に
供給される第１データのビット値を変更して第２データ
を生成するステップとを含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレームを複数のサブフレームに分けて駆動する有機電界発光表示装置の駆動方法に
おいて、
　有機発光ダイオードの劣化が補償できるように、発光時間に対応した互いに異なるビッ
ト変更値が複数のルックアップテーブルにそれぞれ格納されるステップと、
　前記複数のルックアップテーブルから特定のルックアップテーブルが選択されるステッ
プと、
　画素各々の発光時間が格納されるステップと、
　前記画素のうちの特定の画素に供給される第１データが入力されたとき、前記特定の画
素の発光時間に対応して、前記特定のルックアップテーブルからビット変更値を抽出する
ステップと、
　前記抽出されたビット変更値を用いて前記特定の画素に供給される第１データのビット
値を変更して第２データを生成するステップとを含むことを特徴とする有機電界発光表示
装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記特定のルックアップテーブルが選択されるステップは、
　パネルのエージング過程時に発光時間に対応した輝度減少率を測定するステップと、
　前記複数のルックアップテーブルのうち、前記測定された輝度減少率に最も類似した特
性を有する前記特定のルックアップテーブルを選択するステップとを含むことを特徴とす
る請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記画素の発光時間は、前記第１データを累積加算して測定されることを特徴とする請
求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記ビット変更値は、前記画素の発光時間に対応して、前記第１データに加算するビッ
ト値であることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記第１データは、前記有機発光ダイオードが劣化する前の期間において、前記１フレ
ーム期間中の一部期間のみを使用するようにビット値が設定されることを特徴とする請求
項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記フレームの使用時間が増加するように、前記第１データのビット値が変更されて前
記第２データが生成されることを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置の駆
動方法。
【請求項７】
　１フレームに含まれる複数のサブフィールドの走査期間に走査線に走査信号を供給する
ための走査駆動部と、
　第２データを用いてデータ信号を生成するためのデータ駆動部と、
　前記データ信号に対応して発光する画素と、
　有機発光ダイオードの劣化が補償されるように、発光時間に対応するビット変更値が格
納された複数のルックアップテーブルを具備する劣化補償部と、
　外部から供給される第１データを画素ごとに累積加算して累積データを生成し、前記累
積データと前記ルックアップテーブルのうちの特定のルックアップテーブルに格納された
前記ビット変更値を用いて前記第２データを生成するためのタイミング制御部とを備える
ことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記劣化補償部は、
　前記複数のルックアップテーブルと、
　前記複数のルックアップテーブルのうちの特定のルックアップテーブルを前記タイミン
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グ制御部に接続させるための選択部とを備えることを特徴とする請求項７に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項９】
　前記タイミング制御部は、パネルに形成された前記画素と発光時間に対応する輝度減少
率の特性が類似した前記特定のルックアップテーブルが選択されるように、劣化制御信号
を前記選択部に供給することを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記タイミング制御部は、
　前記画素各々の累積データを計算するための制御部と、
　前記累積データを格納するためのメモリとを備えることを特徴とする請求項７に記載の
有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記特定の画素に供給される第１データが入力された場合、前記特定の
画素の累積データを用いて前記特定の画素の発光時間を抽出し、抽出された発光時間に対
応する前記ビット変更値を前記特定のルックアップテーブルから抽出して前記第２データ
を生成することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記第１データに前記ビット変更値を加算して前記第２データを生成す
ることを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、均一な輝度の映像を
表示できるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量と体積を減ら
すことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により光を発生
する有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ
：ＯＬＥＤ）を用いて画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速い応答速
度を有し、かつ、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１に示すように、有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬＥＤと
、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するため
の画素回路２とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続され、カソード電極は
第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。この有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路２から
供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されたとき、データ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。この
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ため、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続さ
れた第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間
に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極と
の間に接続されたストレージキャパシタＣとを備える。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。また、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣの一方
の端子に接続される。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイン電極のいずれか１つ
に設定され、第２電極は、第１電極とは異なる電極に設定される。例えば、第１電極がソ
ース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ及びデータ
線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が供給されたとき
ターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャパシタＣに供
給する。このとき、ストレージキャパシタＣは、データ信号に対応する電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣの一方の端子に接続され
、第１電極はストレージキャパシタＣの他方の端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続される
。また、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極
に接続される。この第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣに格納された電圧
値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源
ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、
第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００１０】
　実際に、有機発光表示装置の画素４は、上述した過程を繰り返して所定輝度の画像を表
示する。一方、第２トランジスタＭ２がスイッチとして動作するデジタル駆動では、第１
電源ＥＬＶＤＤと第２電源ＥＬＶＳＳが有機発光ダイオードＯＬＥＤにそのまま供給され
、これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、定電圧駆動により発光する。このような
デジタル駆動は、第２トランジスタＭ２の閾値電圧のばらつきに関係なく画像を表示でき
るという利点がある。
【００１１】
　しかしながら、デジタル駆動では、有機発光ダイオードＯＬＥＤに定電圧が印加される
ため、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化が早く、これにより、均一な輝度の映像を表示
できない問題が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　そこで、本発明の目的は、均一な輝度の映像を表示できるようにした有機電界発光表示
装置及びその駆動方法を提供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の実施例による１フレームを複数のサブフレームに分けて駆動する有機電界発光
表示装置の駆動方法において、有機発光ダイオードの劣化が補償できるように、発光時間
に対応した互いに異なるビット変更値が複数のルックアップテーブルにそれぞれ格納され
るステップと、前記複数のルックアップテーブルから特定のルックアップテーブルが選択
されるステップと、画素各々の発光時間が格納されるステップと、前記画素のうちの特定
の画素に供給される第１データが入力されたとき、前記特定の画素の発光時間に対応して
、前記特定のルックアップテーブルからビット変更値を抽出するステップと、前記抽出さ
れたビット変更値を用いて前記特定の画素に供給される第１データのビット値を変更して
第２データを生成するステップとを含む。
【００１４】
　好ましくは、前記特定のルックアップテーブルが選択されるステップは、パネルのエー
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ジング過程時に発光時間に対応した輝度減少率を測定するステップと、前記複数のルック
アップテーブルのうち、前記測定された輝度減少率に最も類似した特性を有する前記特定
のルックアップテーブルを選択するステップとを含む。前記画素の発光時間は、前記第１
データを累積加算して測定される。前記ビット変更値は、前記画素の発光時間に対応して
、前記第１データに加算するビット値である。前記第１データは、前記有機発光ダイオー
ドが劣化する前の期間において、前記１フレーム期間中の一部期間のみを使用するように
ビット値が設定される。前記フレームの使用時間が増加するように、前記第１データのビ
ット値が変更されて前記第２データが生成される。
【００１５】
　本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、１フレームに含まれる複数のサブフィ
ールドの走査期間に走査線に走査信号を供給するための走査駆動部と、第２データを用い
てデータ信号を生成するためのデータ駆動部と、前記データ信号に対応して発光する画素
と、有機発光ダイオードの劣化が補償されるように、発光時間に対応するビット変更値が
格納された複数のルックアップテーブルを具備する劣化補償部と、外部から供給される第
１データを画素ごとに累積加算して累積データを生成し、前記累積データと前記ルックア
ップテーブルのうちの特定のルックアップテーブルに格納された前記ビット変更値を用い
て前記第２データを生成するためのタイミング制御部とを備える。
【００１６】
　好ましくは、前記劣化補償部は、前記複数のルックアップテーブルと、前記複数のルッ
クアップテーブルのうちの特定のルックアップテーブルを前記タイミング制御部に接続さ
せるための選択部とを備える。前記タイミング制御部は、パネルに形成された前記画素と
発光時間に対応する輝度減少率の特性が類似した前記特定のルックアップテーブルが選択
されるように、劣化制御信号を前記選択部に供給する。前記タイミング制御部は、前記画
素各々の累積データを計算するための制御部と、前記累積データを格納するためのメモリ
とを備える。前記制御部は、前記特定の画素に供給される第１データが入力された場合、
前記特定の画素の累積データを用いて前記特定の画素の発光時間を抽出し、抽出された発
光時間に対応する前記ビット変更値を前記特定のルックアップテーブルから抽出して前記
第２データを生成する。前記制御部は、前記第１データに前記ビット変更値を加算して前
記第２データを生成する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、有機発光ダイオードの劣化
が補償できるように、第１データのビットを変更して第２データを生成する。そして、第
２データを用いてデータ信号を生成することにより、有機発光ダイオードの劣化を補償す
ることができる。また、本願発明では、複数のルックアップテーブルを予め格納し、格納
されたルックアップテーブルのいずれか１つを選択して第２データを生成する。この場合
、有機発光ダイオードの劣化に対応して、変更されるべきビット変更値を生成する過程が
省かれるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す図である。
【図２】有機発光ダイオードの輝度特性の実施例を示す図である。
【図３】画素の発光時間に対応した輝度を示す図である。
【図４（ａ）】本発明の劣化補償原理を示す図である。
【図４（ｂ）】本発明の劣化補償原理を示す図である。
【図５】本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図６】図５における劣化補償部及びタイミング制御部を示す図である。
【図７】工程ばらつきに対応した輝度特性を示すグラフの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
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　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施例を、添付した図２～図７を参照して詳細に説明する。
【００２０】
　図２は、有機発光ダイオードの輝度特性の実施例を示す図である。図２において、Ｘ軸
は時間を表し、Ｙ軸は輝度を表す。ここで、Ｙ軸の輝度は、初期の輝度を「１」に設定す
る。
【００２１】
　図２に示すように、デジタル駆動時に、有機発光ダイオードは、時間の経過とともに劣
化し、これにより、輝度が減少する特性が現れる。実際に、約５万時間程度発光した有機
発光ダイオードは、初期に比べて約３７％程度の輝度で発光する。このように、有機発光
ダイオードが劣化すると、所望する輝度の映像を表示できない問題が発生する。
【００２２】
　図３は、画素の発光時間に対応した輝度を示す図である。
【００２３】
　図３に示すように、有機発光ダイオードの劣化進行速度は使用時間に比例する。このた
め、発光の多かった画素に備えられる有機発光ダイオードは、発光の少なかった画素に備
えられる有機発光ダイオードに比べて劣化が早く進む。例えば、「Ｂ」の画素が多く発光
した場合、一定時間後、「Ｂ」の画素は、最高階調（例えば、１０２３階調）の実現時に
初期の輝度に比べて０．５の輝度を有する。また、「Ｂ」の画素より少なく発光した「Ａ
」の画素は、最高階調の実現時に初期の輝度に比べて０．７の輝度を有する。このように
、画素「Ａ」、「Ｂ」が互いに異なる輝度を発光した場合、均一な輝度の映像を表示でき
ない問題が発生する。
【００２４】
　このような問題を解決するために、本発明では、劣化した画素の輝度を高めることで補
償する。つまり、本発明では、画素から所望する輝度の光が生成されるようにデータのビ
ット値を調整し、有機発光ダイオードの劣化を補償する。ここで、本発明は、デジタル駆
動により動作するため、データのビット値が調整されると、１フレームの発光時間が調整
される。
【００２５】
　図４（ａ）及び図４（ｂ）は、本発明の実施例による劣化補償原理を示す図である。
【００２６】
　図４（ａ）に示すように、まず、１フレーム期間をＴに設定した場合、初期状態（有機
発光ダイオードが劣化していない状態）において、画素は、０．７Ｔの期間の間発光する
。つまり、初期状態において、画素が最高階調で発光した場合、１フレーム期間Ｔ中の７
０％の期間の間発光する。
【００２７】
　次に、図４（ｂ）のように、画素の各々に備えられる有機発光ダイオードの劣化に対応
して画素の発光時間を増加させる。すると、画素の各々に備えられた有機発光ダイオード
の劣化が補償され、均一な輝度の画像を表示することができる。例えば、「Ａ」の画素が
最高階調で発光した場合、０．８Ｔの期間の間発光し、「Ｂ」の画素が最高階調で発光し
た場合、０．９Ｔの期間の間発光するように発光時間を調整することができる。
【００２８】
　１フレーム期間Ｔにおいて、画素の発光時間を制御するために、データのビット値が変
化する。例えば、初期状態において、最大階調に対応するビット値が「０１１１１１１１
」に設定可能である。また、画素の各々に備えられる有機発光ダイオードの劣化に対応し
てビット値を増加させると、図４（ｂ）のように、画素各々の発光時間が増加するように
なる。
【００２９】
　図５は、本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【００３０】
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　図５に示すように、本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓｎ
及びデータ線Ｄ１～Ｄｍに接続する複数の画素４０を具備する画素部３０と、走査線Ｓ１
～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ
駆動部２０と、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制御部
５０と、画素４０の各々に備えられた有機発光ダイオードの劣化を補償するための劣化補
償部６０とを備える。
【００３１】
　画素４０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳを受ける。第１電源
ＥＬＶＤＤ及び第１電源ＥＬＶＤＤより低い電圧に設定される第２電源ＥＬＶＳＳを受け
た画素４０の各々は、データ信号に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御しながら、所定輝度の光
を生成する。
【００３２】
　走査駆動部１０は、１フレームに含まれる複数のサブフレームの走査期間ごとに走査線
Ｓ１～Ｓｎに走査信号を供給する。走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が供給されると、画素４
０が水平ライン単位で選択される。
【００３３】
　データ駆動部２０は、走査信号に同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供
給する。ここで、データ駆動部２０は、データ信号として、画素４０が発光する第１デー
タ信号と、画素４０が非発光となる第２データ信号とを供給する。すると、サブフレーム
に含まれる発光期間において、第１データ信号を受信した画素４０が所定期間（サブフレ
ーム期間）発光しながら、所定輝度の映像が表示される。
【００３４】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号（図示せず）に対応して、デー
タ駆動制御信号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で
生成されたデータ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号
ＳＣＳは走査駆動部１０に供給される。
【００３５】
　また、タイミング制御部５０は、各々の画素４０に対応する第１データＤａｔａ１を累
積（または加算）して累積データを生成し、生成された累積データをメモリ（図示せず）
に格納する。ここで、メモリに格納された累積データは、各画素４０ごとの発光時間情報
が含まれる。以後、タイミング制御部５０は、劣化補償部６０及び累積データを参照して
、各画素４０に備えられた有機発光ダイオードの劣化が補償できるように、第１データＤ
ａｔａ１のビットを変更して第２データＤａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａ
ｔａ２をデータ駆動部２０に供給する。
【００３６】
　劣化補償部６０には、画素４０の発光時間に対応したビット変更値が格納される。ここ
で、ビット変更値は、発光時間に対応して劣化が補償できるように、変更されるべきビッ
ト値を意味する。例えば、劣化補償部６０には、１０００時間の画素４０の発光時間に対
応して、「０００００００１」のビット変更値が格納可能である。タイミング制御部５０
は、画素４０が１０００時間発光した場合、現在入力されている第１データＤａｔａ１に
ビット変更値を加算して第２データＤａｔａ２を生成することができる。
【００３７】
　一方、劣化補償部６０は、輝度特性に対応して、ビット変更値が格納される複数のルッ
クアップテーブル（Ｌｏｏｋｕｐ　Ｔａｂｌｅ）（以下、「ＬＵＴ」という。）を具備し
、タイミング制御部５０から供給される劣化制御信号ＩＣＳに対応して、複数のＬＵＴの
いずれか１つのＬＵＴが選択される。これに関する詳細な説明は後述する。
【００３８】
　図６は、図５における劣化補償部及びタイミング制御部を示す図である。
【００３９】
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　図６に示すように、本発明の実施例による劣化補償部６０は、選択部６２と、複数のＬ
ＵＴ６１１，６１２，・・・６１ｉとを備える。
【００４０】
　ＬＵＴ６１１，６１２，・・・６１ｉの各々には、画素４０の発光時間に対応したビッ
ト変更値が格納される。ここで、ＬＵＴ６１１，６１２，・・・６１ｉの各々に格納され
る画素４０の発光時間に対応するビット変更値は互いに異なるように設定される。
【００４１】
　詳細には、発光時間に対応する画素４０の輝度減少率は、パネルの工程条件などによっ
て異なるように設定される。例えば、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧、す
なわち、工程条件によって有機発光ダイオードＯＬＥＤの抵抗が変更された場合、図７の
ように、画素４０の発光時間に対応して輝度変化が異なるように設定される。したがって
、本願発明では、複数の工程条件の変化に対応して、複数のＬＵＴ６１１，６１２，・・
・６１ｉを備える。
【００４２】
　例えば、第１ＬＵＴ６１１は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧が０．１
Ｖ変化したときの発光時間に対応したビット変更値を格納し、第２ＬＵＴ６１２は、有機
発光ダイオードＯＬＥＤに印加される電圧が０．２Ｖ変化したときの発光時間に対応した
ビット変更値を格納することができる。また、第ｉＬＵＴ６１ｉは、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤに印加される電圧が０．５Ｖ変化したときの発光時間に対応したビット変更値を
格納することができる。
【００４３】
　選択部６２は、タイミング制御部５０から劣化制御信号ＩＣＳを受信し、劣化制御信号
ＩＣＳに対応して、複数のＬＵＴ６１１～６１２ｉのいずれか１つのＬＵＴ（６１１～６
１２ｉのいずれか１つ）をタイミング制御部５０に接続させる。
【００４４】
　本発明の実施例によるタイミング制御部５０は、制御部５１と、メモリ５２とを備える
。実際に、タイミング制御部５０には、同期信号を生成するための構成がさらに備えられ
ているが、説明の便宜上、制御部５１及びメモリ５２のみを示すものとする。
【００４５】
　制御部５１は、外部から供給される第１データＤａｔａ１を累積加算して累積データを
生成し、生成された累積データをメモリ５２に格納する。そして、制御部５１は、選択部
６２を経由して接続されたＬＵＴ（ＬＵＴ１～ＬＵＴｉのいずれか１つ）のビット変更値
を用いて第２データＤａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａｔａ２をデータ駆動
部２０に供給する。
【００４６】
　詳細には、特定の画素４０に供給される第１データＤａｔａ１を受信した制御部５１は
、特定の画素４０に対応する累積データを参考にして特定の画素４０の発光時間を検出す
る。特定の画素４０の発光時間を検出した制御部５１は、ＬＵＴ（ＬＵＴ１～ＬＵＴｉの
いずれか１つ）から発光時間に対応したビット変更値を抽出する。ビット変更値を抽出し
た制御部５１は、ビット変更値と第１データＤａｔａ１を加算して第２データＤａｔａ２
を生成し、生成された第２データＤａｔａ２をデータ駆動部２０に供給する。
【００４７】
　一方、制御部５１は、劣化制御信号ＩＣＳを生成し、生成された劣化制御信号ＩＣＳを
選択部６２に供給する。詳細には、パネルは、工程過程を経た後、所定のエージング（ａ
ｇｉｎｇ）過程を経由する。エージング過程時に、画素４０は、所定時間発光状態に設定
される。一般的に、エージング過程時に、発光時間に対応した画素４０の輝度変化が測定
され、このような輝度測定資料は、工程条件などを設定する資料として用いられる。
【００４８】
　制御部５１は、エージング過程時に測定される画素４０の輝度特性に対応して劣化制御
信号ＩＣＳを生成する。詳細には、エージング過程時に測定される画素４０の輝度特性（
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発光時間に対応した輝度減少率）は、制御部５１にフィードバックされる。制御部５１は
、複数のＬＵＴ（ＬＵＴ１～ＬＵＴｉ）のうち、画素４０の輝度特性に類似したＬＵＴ（
ＬＵＴ１～ＬＵＴｉのいずれか１つ）が選択されるように、劣化制御信号ＩＣＳを選択部
６２に供給する。
【００４９】
　このような本願発明の有機電界発光表示装置の動作過程を説明すると、まず、制御部５
１は、エージング過程時に測定される画素４０の輝度特性に対応して劣化制御信号ＩＣＳ
を生成し、生成された劣化制御信号ＩＣＳを選択部６２に供給する。
【００５０】
　次に、制御部５１は、各画素４０ごとに第１データＤａｔａ１を累積加算して累積デー
タを生成し、生成された累積データをメモリ５２に格納する。また、制御部５１は、特定
の画素の第１データＤａｔａ１が入力されたとき、メモリ５２から特定の画素の発光時間
を検出し、検出された発光時間に対応したビット変更値を劣化補償部６０から抽出する。
ビット変更値を抽出した制御部５１は、第１データＤａｔａ１のビット値を変更して第２
データＤａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａｔａ２をデータ駆動部２０に供給
する。
【００５１】
　データ駆動部２０は、第２データＤａｔａ２を用いてデータ信号を生成し、生成された
データ信号を特定の画素に供給する。
【００５２】
　この場合、特定の画素に供給されたデータ信号は、第２データＤａｔａ２によって生成
されるため、すなわち、特定の画素の有機発光ダイオードの劣化が補償されるようにデー
タ信号が供給されるため、有機発光ダイオードの劣化に関係なく所望する輝度の映像を表
示することができる。
【符号の説明】
【００５３】
１０　走査駆動部
２０　データ駆動部
３０　画素部
４０　画素
５０　タイミング制御部
５１　制御部
５２　メモリ
６０　劣化補償部
６２　選択部
６１１，６１２，・・・６１ｉ　ルックアップテーブル（ＬＵＴ）
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摘要(译)
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机发光显示装置的驱动方法中，对应于发光时间改变不同的位，从而可以补偿有机发光二极管的劣化。 将值存储在多个查找表的每
一个中；从多个查找表中选择特定的查找表；存储每个像素的发光时间；以及在每个查找表中存储一个像素。 当输入提供给特定像
素的第一数据时，对应于特定像素的发光时间，从特定查找表中提取位改变值，并提取位。 使用改变值改变提供给特定像素的第一
数据的位值以生成第二数据。 包括。 [选择图]图6

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ab9fc4e6-2344-46f2-b94d-805e0dbb5bbd
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/045806278/publication/JP2012063732A?q=JP2012063732A



